
大分勝由布院温泉に於ける C1'，HC03'， SO/ 

の分布に就て

軽 音日 末 議?

昭和25年7月-8月大分牒温泉調査研究曾主催の由布院温泉ー費調査報告の一部として

木地域温泉の Clイオン， • HC03イオン，S04イオンの定量分析の結果と，それに基づく

温泉水系の考察を報告する。

1. 化車成分定量の方法

Cl イオジと HCO~ イオンに就ては，木地域一帯に湧出して居る綿温泉 201 口の中から

油営に選んだ約 160口につき7月28日より 3日間に採水して大部分は即日定量し，又S04

イオンは約60口に就て1ヶ月間内に定量した。

本地域の温泉は車純泉に屈し，先年後藤理署Z士の測定に依れば、多くは PH6.2-7.5程

度で，筆者もその十数口に就て測定した所，大体同様の結果を得たカミ内I'LPH=8.6に

及ぶものもあった。

(1) Clイオンの定量，検水 40ccを取り 0.05N-AgNOτ 溶液を用い Mohr氏法に

依り滴定した。

(2) HC01イオン，先づ7金7.Kに就て PhenolPhthaleinに依る反臆を確め，弐l乙検7.k

50ccを取り Methylorangeを指示薬として 0.05N-HCl溶液にて滴定し，その消費量

を HCO~ イオンに換算した。

(3) S04イオンは検水 300ccを取り BaS04として、沈澱せしめ重量法に依って定量

した。

これらの分析結果は末尾の由布院温泉蓋帳抄に併記した。

2. 三成分の分布拭況

三成分の分析結果を基として第1固 (Clイオン分布園)，第2園 (HC03イオン分布園)

及び第3園(S04イオン分布岡〉を作った。更に三成分の合量と湧出口数との聞係を知るた

めに，第1表を作成した。山下理墜士は本調査研究に於て由布院温泉地帯を，湯の坪附近，
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大分県草由布院内泉に於ける clぅHCO:!'，SOl'分布に銑て

第1* 三成分の合有量と湧出口敏との関係
(1) CIイオン合盤と湧出口敏との聞係

合滋 湯の均i地 l延 役場問中市i也l長| 南部山手地区 11 八 I]J 地 J.Ii!:
g/L 日数 百分卒 口敏 百分'1'2 口数 百分卒 ! 日数 百分卒
一
<0.05 1 1 。 。 3 10 2 10 

<0.10 11 15 11 27 11 38 7 35 

<0.15 41 56 16 40 6 21 9 45 

<0.20 20 27 13 33 5 17 2 10 

<0.25 1 1 。 。 4 14 。 。
一一

百十 74 100 40 29 100 100 

(2.) HC03イオン合量と湧出口数との関係

合 量 湯の均i}也~ 役場i問中市地区 南部山手地直 八 l勾地区

g/L 口数 百分卒 口敏 百分本 口数 百分率 口数 百分率

<0.10 。 。 。 。 1 4 1 5 

<0.15 2 3 1 2 2 7 。 。
<0.20 11 15 3 7 9 32 5 25 

<0.25 25 35 11 28 6 21 3 15 

<0.30 28 39 9 23 4 14 11 55 

<0.35 5 7 14 35 3 11 。 。
<0.40 1 1 2 5 3 11 。 。
計 72 100 40 100 28 100 20 100 

(3) S04イオン合盤と湧出口数との関係

合蛍 湯の坪地匝 役場田中市地阪 南部山手地巨 八山地区

g/L 口数 百分率 口数 百分左手 日数 t 百分率 口敏 百分キ

<0.01 。 。 。 。 1 8 。 。
<0.02 。 。 1 7 2 15 。 。
<0.03 1 4 5 33 5 39 2 29 

<0.04 • 0 。 5 33 。 。 。 。
く0.05 3 13 3 20 1 s 5 71 
く0.06 11 46 。 。 2 15 。 。
く0.07 6 25 。 。 2 15 。 。
く0.08 2 8 1 7 。 。 。 。
<0.09 1 4 。 。 。 • 0 。 。
計 24 100 15 100 13 100 7 100 

全地限

口数 百分卒

6 4 

40 25 

72 44 

40 24 

5 3 

100 

全地区

日数 .百分卒

2 1 

5 3 

28 17 

45 28 

52 33 

22 14 

6 

160 

令地区

口数 百分率

1 2 

3 5 

13 22 

5 8 

12 20 

13 22 

8 14 

3 5 

1 2 

59 100 

はちゃ主

役場附近，田中市附近，南部山手附近，八山附近の5個の地直に匝分して居るが，三成分分

布のj伏況は第一表の凶匪分が都合よく，以下各成分毎に地匝別に介布i比況を観察して見る。
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大分県華由布院温泉に於ける CI'，HCO'3，宅04"分布に就ゼ

(1) CIイオンの分布に就て，第1岡を見ると湯の坪地匝に於ては北部山林中K含量

0.2gjL以上の小地帯があり，南部卒地に亙るに従って漸減して居るが，その中に 0.15gjL

以上の濃厚地帯が2個所黙在して居るのが見られる。南部山手地直に於ても湯山地獄附近

最も含量大で0.2gjL以上を示し，平地7kび左右に遠ざかるに従って合量Ij、κ怒って居る。

八山地区は 0.15gjL'以上の2個の濃厚地帯からなり周閣に漸減して居る。役場，田中市

地直は以上3地区から漸減した中央部に在り，一つの湧出口総集地藤田f'L0.15 gjL以上

の濃厚地帯の島を作る。

ヨ大K由布院杢休K就て CIイオン含量と湧出口数の閥係を知るために第1表を見ると，

含量0.1-0.15gjL程度のもの最も多しそれより含量の大なるものの数も小なるものの

数も規則的に漸減して居る。

(2). HC03イオンの分布に就て 第2岡を見ると HC03イオンは各地匪毎K観察し

ても，叉全体を見渡しても CIイオンの分布j伏況と殆ど一致して居り，説明を要しない。

之は後に水系を考察する上に重要である。唯第2岡からもわかる通札役場，田中市地区

に於て梢含量大である。

(3) So.lイオンの分布に就て So.l イオンは全地域に亘って一般に含量小で、 CIや

HC03の約J程度で、ある上に， 分析孔教も少いので等 SO~ イオン棋を引くのK 困難で
ある。第3固に依ると， 湯の坪地匿の北部K濃厚主主地帯があり， 由布院全地域の最高値

0.07 gjLを示し，等-SO~ イオン線は CI イオンのそれに梢似て居る。叉南部山手地匿は

それに衣で濃厚で 0.06gjLを示す。衣は八山地区で役場，田中市地匿に比較的少ない。

全休として叉之も CIイオンの分布K大休似て居る。

3. 三成分分布の相互の関係と温泉水系に就て

(1) 先に指摘した第1幽 (CIイオン分布圃)と第2闘 (HCO:j イオン分布岡〉の類

似から，各地匝毎f'LCIイオンと HC03イオンの閥係を知るためK第4圃を作った。木聞

に於て各地匿毎f'LCIとHC03は大体ーI直線上に詑ぶのが見られる。特に八山地匿に於て

整列してゐる。之は各地匿の温泉は地匝毎f'Li五jー水系K周し，成分の少い他水系(冷地下

水)の混合より成立して居るととを想像させる。

~f'L各地匿の水系を表はすと考えられる直練を，第 5 岡を作って比較して見ると，各直

線は勾配も近似で叉直線の位置も互に近接して居る。之は由布院全地域に豆る温泉がiaj-

7.1<系に属して居るととを暗示するものでるる。

-30-



j料回 Cl'-HCO;相関
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大分j慌に由布院温泉於ける Ci'，HCO・{，SO".J分布に就て
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大分!隊出布院温泉に於ける CI'，HCOs'， 50/'分布に就て

(2) 芸大に CIイオンと S04イオンの分布閥係で、あるが，第6固に示すN、に全体的に

見て，とのこ成分は大休平行して居るが， CIと HC03程には整列して居ない。之は S04

イオンの:置が少し襲化量が誤差に近づいて居るととをも:ι慮する必要があるつ
(3) HC03イオンと S04イオンの関係， CIとSo.Jの闘係は CIとHCO:Jの閥係から

'fJ-易K推定される結果であるが，第6，7闘に見られる如く， SO仏4 と Cαlと閥係の/心jがよ

りf収長'1ヰ削+

又第6園を見ると， CI1'<.ぴ S04は共K臨模原思'，OK到ろものと考えられ，混合すy、冷

地下水は CIイオン， So.Jイオン共に皆無KjlIいものと想保される。然るに第4，5岡Khき

では CIとHC03の関係を示す直線を延長すると CI=0 K於て HCO:1は約 0.06gjLと

なる。斯く直棋に依って外挿するととの如何に就ては更K考慮を要するが，査体の形勢か

ら見てとの場合は大して無理とも思はれ主主い。此の様に考えると混合する冷地下水は CI

イオンや SOJイオンは皆無に近いに拘ら歩 HCO'Jイオンをかなり合んで居るものと推定

される。之は他円，木温泉地域冷地下水中の以上三成分の定量に依って決定したいと思う。

ぐ4) 最後に泉ilili.と三成分合量との関係K就ては各地匝別に見ても，叉全地域K就て消

8岡 (A)及び (B)を作るとや L漠然としてゐるが， CIゃ HCO:Jの多いものほど泉温

が高いととが見られる。との場合も CIと泉温との閥係が他に比して明瞭で、ある。

第8闘の如く，泉温と化事成分が化墜成分相互より緊密で、ないのは，温泉水が地表に出

る迄の泉温降下の原因K主として冷地下水の混入K依るものの外に熱停導K依るものが混

在して居るためであると考えられる。

以上の考察に依り由布院温泉は長さ 3km，幅 lkmの地域に賠在して二百飴孔の多き

に達して居るが，温泉水系は CI少 HC03，SOjイオンをも合む温度の高い唯一つり温泉

水系に依って酒養され， 之に地表に近い車純t;r_HC03 を合む冷地下水の混合に依って成

分の費助を生じると解揮し得る。

此の報告を終るにJ古って，種々想切な助立を賜った瀬野博士，立立に多大の援助を賜った

山下理製士7l_ぴ多数の製生諸君に封し，感謝のなを表する。
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Abstrad 

On the distributions of CI'， HCO'3 and SO九inYufuin Spふ OitaPrefecture 

SuezδKarube 

CI'， HCOa' and SO/' ions are estimated of Hot Springs in Yufuin Sp垣， the distributions of 

which are obtained as in Figs 1， 2， 3. They resemble with iso.plet curves each other. 

The relations between CI' and HC03'， CI' and SO/'， are linear， which shows the origins of 

hot springs seems to have the same in all under the ground. 
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